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問 市役所保健福祉・こども・子育て相談センター
☎ 0558-76-8010

のある国
ー住み慣れた地域で安心して暮らすためにー

「
生
活
支
援
」と「
支
え
合
い
」

第
四
章

　

市
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
整
理
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
提

供
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
不
足
す
る
社

会
資
源
の
解
消
に
努
め
、
住
民
本
位
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
、
特
に
支
え
合
い
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

  

生
活
支
援
に
か
か
る
市
の
取
り
組
み

■  

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

■ 

社
会
資
源
集
の
作
成

　
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

ほ
ど
で
は
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
家
事

を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」「
食
事
を
届
け

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
生
活
の
し
づ
ら
さ

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

ん
な
「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
」
を
解
消
す

る
た
め
の
情
報
冊
子
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
居
場
所
」
と
い
わ
れ
る
も
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
内
の
「
居
場
所
」
を
紹
介
し

ま
す
。

  

広
が
っ
て
い
ま
す　

地
域
の
「
居
場
所
」

1. プレーゲおおひと
2. 毎週水曜日　10：00～12：00
　 施設の地域交流室を開放して第 1・3水曜日は体操や
レクリエーション、第 2・4・5水曜日はカラオケ（通
称：マイクの会）を実施。年齢や介護状態、地区など
に制限はなく、誰でも参加できる。

3. 「おしゃべり会」という名称で平成27年9月スタート。

１．実施主体
　 （実施場所）・名称
２．実施日や内容
３． いつごろから始め
たか

４．きっかけは何か
５．参加者の声
６．取り組みへの思い・
 　市民へのメッセージ

1. 多田区公民館 旧管理棟　通称：居場所 わいわい亭
2. 毎月第 2・4土曜日　13：30 ～ 16：00
　 地域の人に利用してもらうほか、児童発達支援センター「きららか」
の臨時休息場所として月に 2,3 回開放。また、シニアクラブや多田
レディース花の会などの地域活動でも活用し、広いテラスは遊具
で遊ぶ子どもたちの見守り場所となっている。

3. 平成 27 年 5月ごろから準備し、11 月ごろ活動をスタート。

4. 地域福祉の拠点となる場所として公民館北側の旧管理棟の活用が適すると判断。
　地域のボランティアの協力のもとにリフォームを行った。

5. 来ると世間話ができて家にいるより楽しい。地域の情
報も知ることができる。趣味やグループ活動を通じてい
ろいろな交流や情報交換ができる。

6. 支え合いの地域のため、いろいろなところが関わって、
地域や行政で情報交換できるようにしていければいい。
男性の参加者も増えてほしい。

■ 

協
議
体
の
設
置

・ 地域に不足しているサービスを

見つけたり考えたりします。

・ 地域の人や事業所と協力して、

不足する生活支援サービスをつ

くっていきます。

・ 今あるサービスや新しくつくっ

たサービスと、困っている地域

の人とをつなぎます。

・ 地域に不足するサービスをい

ろいろな立場の人が集まって考

える会議の場です。

・ 目的は「情報を共有すること」

「連携を強化すること」「協働し

てサービスをつくっていくこ

と」です。

※ 市では、「地域づくり会議」と
称して、生活支援に関する勉強
会を定期的に開催しています。
この会議には、福祉関係事業所
の職員や自治会関係者などが参
加しています。

何をする人なの？

何をするところなの？

※ 

掲
載
情
報
は
、
介
護
保

険
な
ど
の
公
的
な
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
、
自
己

負
担
が
あ
る
有
償
サ
ー

ビ
ス
が
中
心
で
す
。

　
「
居
場
所
」
に
は
っ
き
り
と
し
た
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
で
も
子
ど
も
で
も
障
が
い
を
持
っ
た
人
で
も
、
誰
も
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
て
く
つ
ろ
げ
る
場
所
で
す
。

　
「
何
を
し
て
も
い
い
自
由
な
通
い
の
場
」
と
し
て
、
今
、
全
国

的
に
居
場
所
づ
く
り
を
活
用
し
た
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

  
今
こ
そ
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
を

　

 

「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
支
え

合
い
の
地
域
づ
く
り
」
は
大
き
な
テ
ー

マ
で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
創
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
主
役
は
、
地
域

に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
家
族
、
地
域
形
態
な

ど
が
変
化
し
、
相
互
扶
助
（
お
互
い
さ

ま
）
と
い
う
意
識
が
薄
れ
、
社
会
か
ら

の
孤
立
や
孤
独
死
の
危
険
性
な
ど
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。「
い
ま
一
度
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
・
支
え
合
い
を
考
え
直

し
て
み
て
は
」、
市
内
で
も
そ
の
こ
と

に
気
付
き
、
行
動
を
起
こ
す
人
が
多
く

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ま
ず
は
地
域
の

中
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
や
、
近

所
の
人
が
元
気
に
生
活
し
て
い
る
か

「
気
に
か
け
る
」
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
心

配
な
人
を
「
見
守
る
」
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
、
新
し
い
地

域
の
「
支
え
合
い
」
の
き
っ
か
け
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
回
、第
五
章
（
１
月
号
）
で
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

4. 施設内の地域交流室を地域へ開放することが目的で、おしゃべりでも趣味活動で
も相談ごとでも、何に利用してもいいというスタンス。

5. 楽しみが見つかった。また、通うことが楽しみになった。
　 夫婦で通うことができ、ここで知り合った人同士のつながりができた。

6. プレーゲおおひととしては、開放している
地域交流室をいろいろな人に自由に使って
もらいたい。
　 参加者自らやりたいことを企画したり準備
したりできるといいが、何よりここに来る
ことが楽しみという人が増えてくれるとう
れしい。

「 居場所を利用してみ

たい」

「 他の居場所について

も知りたい」

という人は、市役所保

健福祉・こども・子育

て相談センターまで問

い合わせください。


